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教育の充実に向けて 校　章
　本校が所在する「大槻」にいわれのある槻の葉（けやき
の葉）で校訓の「創造」「調和」「忍耐」を示している。同時
に三葉の形象は、山を象り中央に「高」を配することで、大
きく伸びゆく郡山高校を表現している。

校　訓 教育目標
「創　造」
「調　和」
「忍　耐」

「 学 問 の 尊 重 」
「 人 格 の 陶 冶 」
「 実 践 力 の 育 成 」

（１）保護者との連携・情報提供
○ＰＴＡ活動の充実

○各種だよりの発行

（２）生命財産の管理
○事故の未然防止

○危機管理の徹底

（３）地域社会への情報発信
○ホームページの充実

○同窓会との連携

（４）信頼関係の構築
○職員による不祥事の防止

○学校評価の実施

○学力の向上と進路指導の充実
（１）学力向上対策の実践

○自ら学ぶ態度の育成

○探究的な学びの実践と改善

○確かな学力のつく授業の実践と校内研修の充実

○大学入試に対応できる指導力・分析力の強化

○異文化･国際理解の推進と英語力の向上

（２）進路指導の充実

○目的意識の涵養

○個に応じたきめ細かな指導

～進路講演会・個別面談等の充実

○効果的な補習授業の提供

○適切な進路情報の提供と保護者との連携強化

〇自立する力の育成
（１）基本的生活習慣の確立

○集中と切替の徹底の育成

○服装・頭髪・あいさつ指導の徹底

（２）芸術・文化・スポーツ活動の奨励

○部活動・学校行事・生徒会活動・ＬＨＲ活動等の活性化

（３）心身の健康維持管理・安全の推進

○保健衛生・食育の充実

○交通事故等の生徒事故の防止

○ＳＮＳ等に関するリテラシーの向上

○社会性の涵養と望ましい集団形成の支援

（4）特別支援教育の充実

○心をケアする相談機能の充実

○スクールカウンセラーとの組織的連携

文の修得 武の実践文武両道の実践と追求

本校は、「校訓」、「教育目標」を礎として、生徒一人ひとりの進路実現に向けた取り組みを実践しています。

また、「進学指導重点校」の役割を果たすとともに、新たな時代に対応できる学校づくりのため、次に掲げる項

目に力を注いでまいります。

○ 生徒一人ひとりが高い目標を持ち、その実現に向け自ら学ぶ姿勢を確立できるよう指導・支援にあたります。

○ 「集中」と「切替」を効果的に行い、けじめを大切にすることをとおして、学習活動と部活動の両面で大き

な成果を目指します。

○ 健全な心身の育成を図るとともに、高い倫理観と社会性の醸成に努めます。

○ 授業の充実と課外の実施による質の高い教育実践のため、教職員自らが研鑽を重ね、指導力を高めるよう努

めます。

○ 本校の特色を活かした教育内容のあり方について研究を進めます。
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保護者・地域社会に開かれた安全安心な学校


